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友との再会　花咲く思い出
令和６年 生坂村「二十歳の集い」

関係記事は裏表紙に掲載



　
日
頃
は
、村
民
の
皆
様
に
は
、

村
政
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場

で
ご
支
援
、
ご
尽
力
を
賜
っ
て

い
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
昨
年
二
月
二
〇

日
か
ら
私
の
五
期
目
が
ス
タ
ー

ト
し
、
そ
の
年
を
振
り
返
り
公

約
と
し
た
四
つ
の
重
点
事
業
等

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
当
村
に
お
け
る
保
小
中
一
貫

教
育
に
つ
い
て
は
、「
生
坂
村
一

貫
教
育
基
本
方
針
」に
基
づ
き
、

今
年
四
月
に
施
設
分
離
型
の
小

中
一
貫
型
小
学
校
・
中
学
校
を

導
入
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
具

体
的
な
教
育
内
容
の
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

　
保
育
園
で
は
、
空
気
清
浄
機

能
付
き
エ
ア
コ
ン
と
未
満
児
室

に
は
お
も
ち
ゃ
殺
菌
庫
を
新
た

に
設
置
し
、
保
護
者
や
保
育
士

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
保

育
園
で
お
む
つ
の
処
分
を
新
た

に
始
め
る
と
と
も
に
、安
全
・
安

心
な
通
園
の
た
め
、
送
迎
バ
ス

に
置
き
去
り
防
止
装
置
を
取
り

付
け
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
高
校
生
等
通
学

費
補
助
事
業
に
よ
り
、
通
学
で

村
営
バ
ス
を
利
用
す
る
中
学
生

や
高
校
生
等
の
料
金
を
全
額
減

免
す
る
専
用
乗
車
券
を
発
行

し
、
更
に
家
庭
の
経
済
負
担
の

軽
減
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進

を
図
り
、
安
心
し
て
健
や
か
に

産
み
育
て
ら
れ
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
個
性
豊
か
に
育

ま
れ
る
環
境
づ
く
り
と
、
教
育

の
充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

子
育
て
支
援
事
業

　「
子
育
て
支
援
事
業
」
は
、
保

育
園
、小
・
中
学
校
の
給
食
費
無

償
化
と
保
育
園
給
食
の
主
食
無

償
化
の
継
続
、
村
内
産
の
野
菜

等
を
多
く
使
用
し
、
地
産
地
消

を
図
る
と
と
も
に
、
給
食
を
通

じ
て
子
ど
も
た
ち
が
食
の
大
切

さ
を
学
ぶ「
食
育
」に
も
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

福
祉
の
村
づ
く
り
事
業

　「
福
祉
の
村
づ
く
り
事
業
」

は
、
地
域
支
え
合
い
推
進
会
議

で
総
合
的
な
観
点
か
ら
生
活
援

助
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
検
討
と
と
も

に
、「
生
坂
村
版
地
域
交
通
の
ト

リ
セ
ツ
」
に
よ
り
村
内
の
移
動

サ
ー
ビ
ス
を
啓
発
し
、
住
民
相

互
の
支
え
合
い
に
よ
る
地
域
づ

く
り
の
場
と
し
て
協
議
を
重
ね

ま
し
た
。

　
介
護
保
険
制
度
で
は
新
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す「
第
九
期

介
護
保
険
計
画
」
の
策
定
を
行

い
、高
齢
者
が
地
域
の
中
で
孤
立

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、地
域
で

支
え
合
い
な
が
ら
高
齢
者
の
自

立
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
在
宅
で
生
活
し
て
要
介
護
と

認
定
さ
れ
た
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
家
族
に
、
介
護
用
品
の

購
入
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
「
家
族
介
護
用
品
支

給
事
業
」
は
、要
介
護
一
、二
と

認
定
さ
れ
た
方
も
助
成
対
象
に

加
え
、
介
護
度
に
よ
り
村
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
に
は
月
五
千

円
か
ら
三
千
円
、
課
税
世
帯
の

方
に
は
月
二
千
円
か
ら
千
円
を

助
成
し
、
対
象
と
な
る
介
護
用

品
も
布
団
シ
ー
ツ
や
ポ
ー
タ
ブ

ル
ト
イ
レ
の
脱
臭
剤
な
ど
を
拡

大
し
、
健
康
な
暮
ら
し
の
継
続

と
福
祉
の
充
実
に
よ
る
、
高
齢

者
の
生
活
の
安
定
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

産
業
振
興
事
業

　「
産
業
振
興
事
業
」
で
は
、
道

の
駅
い
く
さ
か
の
郷
の
生
産
者

組
合
の
方
々
が
、
五
四
種
類
の

生
坂
村
産
ぶ
ど
う
「
一
九
三
カ

ラ
ッ
ト
」を
は
じ
め
、多
く
の
農

林
水
産
物
を
出
荷
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
よ
り
、
販
売
額
が

大
幅
に
伸
び
て
順
調
に
運
営
で

き
、か
あ
さ
ん
家
は
、灰
焼
き
お

や
き
が
全
国
放
送
で
二
回
放
映

さ
れ
大
変
お
客
様
が
増
え
、
お

ま
ん
じ
ゅ
う
、か
あ
さ
ん
豆
腐
、

梅
漬
な
ど
の
加
工
品
の
製
造
販

売
を
、
三
〇
歳
代
か
ら
八
〇
歳

代
の
方
々
に
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
、
売
上
と
雇
用
が
増
え
順
調

に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
一
〇
月
に
農
水
省
か
ら

採
択
さ
れ
た
「
最
適
土
地
利
用

総
合
対
策
事
業
」を
活
用
し
、将

来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確
化

す
る「
地
域
計
画
」を
令
和
七
年

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
輝
か
し
い
令
和
六
年
の
新
春
を
お
健
や
か
に

　
　
　
　
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

令和6年 令和6年 新年のご挨拶新年のご挨拶

生坂村長　藤 澤  泰 彦　生坂村長　藤 澤  泰 彦　
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三
月
ま
で
に
策
定
す
る
た
め

に
、
地
域
で
の
話
し
合
い
に
よ

り
、
担
い
手
や
地
域
で
耕
作
す

る
農
地
と
今
後
維
持
管
理
が
難

し
い
農
地
等
を
明
確
化
し
た
上

で
土
地
利
用
構
想
を
作
成
し
、

地
域
計
画
の
着
実
な
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
物
価
高
騰
に
直
面

し
て
影
響
を
受
け
て
い
る
村
民

の
皆
様
の
生
活
支
援
や
地
域
経

済
の
下
支
え
の
た
め
に
、
五
〇

％
プ
レ
ミ
ア
ム
率
の
「
い
く
さ

か
マ
ル
得
商
品
券
ス
ー
パ
ー
プ

レ
ミ
ア
ム
」
の
発
行
補
助
と
、

「
生
坂
村
物
価
高
騰
対
策
生
活

応
援
商
品
券
」
を
一
万
円
分
ず

つ
二
回
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
く

な
ど
、農
業
、商
工
業
、観
光
の

振
興
、六
次
産
業
化
等
に
よ
り
、

当
村
の
経
済
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
対
策
等
事
業

　「
地
域
活
性
化
対
策
等
事
業
」

で
は
、「
申
請
簡
単
デ
ジ
タ
ル
窓

口
簡
素
化
事
業
」が
採
択
さ
れ
、

今
ま
で
の
各
種
手
続
き
に
お
い

て
、
村
民
の
皆
様
と
職
員
が
共

に
デ
ジ
タ
ル
で
申
請
手
続
き
を

行
う
こ
と
で
、
村
民
の
負
担
軽

減
と
職
員
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル

の
平
準
化
と
業
務
の
効
率
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　
簡
易
水
道
の
有
収
率
及
び
漏

水
対
策
の
一
層
の
強
化
を
図
る

た
め
に
、毎
月「
簡
易
水
道
有
収

率
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」

で
協
議
し
、
迅
速
な
漏
水
対
応

や
漏
水
箇
所
を
絞
っ
て
の
配
水

管
の
布
設
替
え
工
事
な
ど
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
有
収
率
が
向

上
し
て
、
そ
れ
を
維
持
し
て
お

り
、
ま
た
計
画
的
に
施
設
の
老

朽
化
及
び
耐
震
化
の
対
策
事
業

を
実
施
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

水
道
水
の
安
定
的
な
供
給
に
結

び
付
け
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
六
月
一
六
日
に
「
生

坂
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
」を
し
ま
し
て
、昨
年
二
月
に

は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
当
村

が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指
す

「
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
環
境
省
に

「
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
事

業
」を
申
請
し
、四
月
二
八
日
に

は
脱
炭
素
先
行
地
域
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
事
業
に
関
し
て
は
、
一
〇

区
に
出
向
き
村
民
説
明
会
を
開

催
し
た
後
、
村
民
の
皆
様
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
、
当
村

の
脱
炭
素
の
実
現
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
の
問
で
は
、必
要
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
が
合

わ
せ
て
六
一
％
、
分
か
ら
な
い

二
三
％
、不
必
要
、ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
不
必
要
が
一
六
％
と
い

う
結
果
か
ら
、
脱
炭
素
事
業
へ

の
取
組
に
関
し
て
は
、
村
民
の

皆
様
に
一
定
の
ご
理
解
を
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
当
村
が
当
事
業
を
遂
行
す
る

こ
と
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
坂

村
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
と

と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
積
極
的
な
導
入
に
よ
り
、

産
業
と
雇
用
を
創
出
し
、
村
民

の
皆
様
の
生
活
と
地
域
の
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
が
向
上
す
る
こ
と
に

結
び
付
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
当
事
業
計
画
に
基
づ

き
、調
査
、設
計
等
を
検
討
協
議

し
て
お
り
、
着
実
に
当
事
業
が

遂
行
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、村
民

の
皆
様
も
当
事
業
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
き
、人
口
減
少
、少

子
高
齢
化
な
ど
の
課
題
を
抱
え

乳房イチョウ

る
当
村
の
環
境
や
未
来
の
生
活

の
た
め
に「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ

き
、
当
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
ま
す

安
全
・
安
心
な
生
活
の
確
保
及

び
人
口
減
少
対
策
、地
域
・
村
の

活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
以
上
の
四
つ
の
重
点
事
業

を
そ
れ
ぞ
れ
に
実
施
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
に
よ
り
ま
す
相
乗
効

果
を
引
き
出
し
、
生
坂
村
の
課

徴
す
る
シ
ン
ボ
ル
と
の
こ
と

で
、
潜
在
的
な
可
能
性
の
チ
ャ

ン
ス
に
満
ち
た
年
と
い
わ
れ
、

生
坂
村
の
一
世
一
代
の
大
事
業

が
本
格
的
に
動
き
出
す
年
で
も

あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
生
坂
村
の
発
展
と

村
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
、ご
多
幸

を
祈
念
し
、本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、新
年
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

題
解
決
や
方
向
付
け
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
第
六
次
総
合
計
画
の

将
来
像
は
、「
確
か
な
暮

ら
し
を
明
日
に
つ
な
ぎ
　

明
る
く
　
健
や
か
に
生

き
る
村
」、キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
、「
新
た
な
発

想
で
　
未
来
を
創
り
出

し
　
人
と
自
然
が
輝
く
　

い
く
さ
か
」
で
す
。

　
今
年
の
辰
年
は
龍
の

年
に
当
た
り
、
犀
龍
小

太
郎
伝
説
の
あ
る
生
坂

村
ゆ
か
り
の
年
で
あ

り
、
龍
は
強
さ
、
勇
気
、

創
造
性
、
革
新
性
を
象
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生
坂
村
消
防
団
で
は
、
毎
年

恒
例
の
年
末
警
戒
を
一
二
月
二

五
日（
月
）か
ら
三
〇
日（
土
）ま

で
の
六
日
間
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
消
防
団
年
末
警
戒

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
も
沈
静
化
し
て
き
た
た
め
、

基
本
的
な
感
染
対
策
を
行
い
つ

つ
も
、
巡
視
回
数
や
詰
所
で
の

待
機
な
ど
、
以
前
の
内
容
に
戻

し
て
行
い
ま
し
た
。

　
警
戒
初
日
の
二
五
日
は
、
藤

澤
村
長
・
消
防
団
中
山
副
団
長
・

松
下
駐
在
所
長
に
よ
る
巡
視
激

励
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
あ

と
、団
員
各
位
は
、分
団
長
の
指

　
一
月
八
日（
月
）に
松
本
市
の

ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
で
、
二

〇
二
四
年
の
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の

新
体
制
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

本
年
は
、Ｊ
２
へ
の
昇
格
を

目
指
し
て
、
昨
年
か
ら
の
霜
田

正
浩
監
督
体
制
の
下
、
選
手
二

九
名
、
各
コ
ー
チ
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
の
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、個
人
、組
織
と
し

て
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
を
継

続
し
、
強
さ
を
は
じ
め
と
す
る

揮
の
も
と
管
轄
地
域
の
警
戒
に

臨
み
ま
し
た
。

　
冬
季
は
、空
気
が
乾
燥
し
、風

の
強
い
気
象
状
況
と
な
る
日
が

多
く
な
り
ま
す
の
で
、火
気
の
取

り
扱
い
に
は
引
き
続
き
十
分
注

意
し
て
い
た
だ
き
、お
や
す
み
前

に
は
、戸
締
り
も
含
め
火
の
元
の

安
全
確
認
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
加
え
て
大

き
く
成
長
し
て
羽
ば
た
く
覚
悟

と
意
思
を
込
め
て
、「
Ｏ
ｎ
ｅ 

Ｓ
ｏ
ｕ
ｌ 

ツ
ヨ
ク
ナ
ル
」
を
掲

げ
ま
し
た
。

当
日
は
、約
一
八
〇
〇
人
の
サ

ポ
ー
タ
ー
が
集
結
し
て
会
場
を

盛
り
上
げ
、
監
督
や
選
手
か
ら

述
べ
ら
れ
る
昇
格
へ
の
熱
い
思

い
を
共
有
し
、
三
季
目
と
な
る

Ｊ
３
で
の
奮
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

村
で
は
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し

て
、引
き
続
き
、松
本
山
雅
を
応

援
し
て
い
き
ま
す
。

☆
地
域
未
来
塾（
中
学
生
）

　
二
月
　
三
日
（
土
）

　
　
　
一
〇
日
（
土
）

　
　
　
一
七
日
（
土
）

　
　
　
二
四
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
一
時
一
五
分
～

会
場
・
Ｂ
＆
Ｇ 

二
階
会
議
室

安
全
な
年
末
年
始
を
願
っ
て

安
全
な
年
末
年
始
を
願
っ
て

生
坂
村
消
防
団
　
年
末
警
戒

生
坂
村
消
防
団
　
年
末
警
戒

二
〇
二
四
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

二
〇
二
四
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ    

新
体
制
発
表
会

新
体
制
発
表
会

二
月
　
公
民
館
教
室
・

社
会
教
育
、
生
涯
学
習

関
連
イ
ベ
ン
ト

☆
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

　
二
月
　
二
日
（
金
）

　
　
　
　
九
日
（
金
）

　
　
　
一
六
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
一
〇
時
～

会
場
・
Ｂ
＆
Ｇ 

二
階
会
議
室

☆
第
二
回
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

　ボ
ー
ド
教
室

（
小
中
学
生
及
び
保
護
者
対
象
）

　
二
月
　
一
八
日
（
日
）

会
場
・
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト

　
　
　
　
白
馬
さ
の
さ
か
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●
新
加
入
選
手
紹
介

【
ポ
ジ
シ
ョ
ン
】
Ｆ
Ｗ

【
生
年
月
日
】

　
一
九
九
五
年
五
月
一
〇
日

　（
二
八
歳
）

【
身
長
／
体
重
】

　
一
七
八
㎝
／
七
〇
㎏

★
注
目
ポ
イ
ン
ト

　
二
〇
二
三
シ
ー
ズ
ン
は
、
奈

良
ク
ラ
ブ
に
所
属
。
松
本
山
雅

Ｆ
Ｃ 

小
松
蓮
選
手（
Ｊ
２
ブ
ラ

ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
に
移
籍
）
の

一
九
ゴ
ー
ル
に
次
ぐ
一
六
ゴ
ー

ル
で
Ｊ
３
得
点
ラ
ン
キ
ン
グ
二

位
を
獲
得
。Ｊ
３
の
ベ
ス
ト
イ

レ
ブ
ン
に
も
選
出
さ
れ
る
な
ど

実
力
の
あ
る
Ｆ
Ｗ
。
ピ
ッ
チ
外

で
も
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の
移

動
式
子
ど
も
食
堂
な
ど
様
々
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
活
動
し
て
い
る
。

　
今
後
の
ピ
ッ
チ
内
外
で
の
活

躍
に
注
目
で
す
！

■「
こ
の
本
よ
か
っ
た
賞
」

　表
彰
式

　
こ
の
ほ
ど
、
一
〇
月
に
図
書

室
で
募
集
し
た
「
こ
の
本
よ
か

っ
た
賞
」
の
本
の
紹
介
文
を
書

い
て
く
れ
た
児
童
へ
の
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体「
本
だ
い
す
き
の
会
」か

ら
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
の

贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
、
五
名

に
は
、「
が
ん
ば
っ
て
し
ょ
う
か

い
し
て
く
れ
た
賞
」と
し
て
、図

書
カ
ー
ド
と
賞
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
の
受
賞
者
は
、
甲
斐

澤
凛
さ
ん（
小
二
）、川
又
希
衣
さ

ん（
小
二
）、森
山
彩
雲
さ
ん（
小

二
）、
小
池
栄
都
く
ん（
小
三
）、

藤
澤
一
花
さ
ん（
小
三
）で
す
。

【
ポ
ジ
シ
ョ
ン
】
Ｇ
Ｋ

【
生
年
月
日
】

　
二
〇
〇
〇
年
九
月
八
日

　（
二
三
歳
）

【
身
長
／
体
重
】

　
一
八
六
㎝
／
八
四
㎏

★
注
目
ポ
イ
ン
ト

　
二
〇
二
三
シ
ー
ズ
ン
は
Ｊ
２

に
昇
格
し
た
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
Ｆ
Ｃ
に
所
属
。
Ｕ
―
一
五

～
一
七
の
日
本
代
表
に
選
出
さ

れ
る
な
ど
、
実
力
は
折
り
紙
付

き
。
シ
ュ
ー
ト
ス
ト
ッ
プ
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
足
元
の
技
術

も
高
く
、
後
ろ
か
ら
つ
な
ぐ
こ

と
を
志
向
す
る
霜
田
監
督
の
サ

ッ
カ
ー
と
ど
の
よ
う
な
化
学
反

応
を
起
こ
す
の
か
注
目
で
す
！

お
問
い
合
わ
せ

　
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

　☎
八
八-

五
四
九
〇

　
今
年
度
の
応
募
者
の
中
で

も
、一
人
で
三
枚
以
上
、最
大
で

一
四
枚
を
書
い
て
、本
を
大
好
き

な
気
持
ち
を
表
現
し
て
く
れ
た

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
例

年
で
は「
が
ん
ば
っ
て
し
ょ
う
か

い
し
て
く
れ
た
賞
」
は
三
名
で

す
が
、
今
年
度
は
そ
の
頑
張
り

を
受
け
て
特
例
で
五
名
と
い
た

し
ま
し
た
。
図
書
室
に
も
掲
示

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
来
年
も
開
催
予
定
で
す
。
皆

さ
ん
、た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
、

自
分
の
面
白
か
っ
た
本
を
紹
介

し
て
読
書
の
輪
を
広
げ
て
く
だ

さ
い
ね
。

お
問
い
合
わ
せ

☎
六
九-

三
〇
五
〇

　
日
岐
地
区
を
担
当
す
る
民
生

児
童
委
員
に
変
更
が
あ
り
ま
し

た
。

　
任
期
は
、
令
和
七
年
一
一
月

三
〇
日
ま
で
で
す
。

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
通
信

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
通
信

Ⓒ2011 YAMAGA

浅川 隼人 選手

大内　一生 選手

石川 君二 さん

き
ま
し
ょ！

図
書
室

民
生
児
童
委
員
が

民
生
児
童
委
員
が

変
わ
り
ま
し
た

変
わ
り
ま
し
た

　
日
常
生
活
の
中
で
、
心
配
ご

と
や
困
り
ご
と
が
あ
る
け
れ

ど
、
相
談
す
る
相
手
が
い
な
か

っ
た
り
、
誰
に
相
談
す
れ
ば
い

い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
そ
ん
な
時
、
身
近
な
相
談
相

手
と
な
り
、
皆
さ
ん
と
行
政
や

関
係
機
関
と
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ

役
と
な
る
の
が
民
生
児
童
委
員

で
す
。

　
各
地
区
に
民
生
児
童
委
員
が

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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　み
ん
な
の
感
想

★
自
分
か
ら
進
ん
で
行
動
し
た

り
、体
験
し
た
り
で
き
た
し
、み

ん
な
で
助
け
合
っ
て
行
動
す
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

★
東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
ズ
で
、班
の
み
ん
な
と

お
ば
け
や
し
き
に
行
っ
た
こ
と

が
、お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。国

立
科
学
博
物
館
の
シ
ア
タ
ー

は
、
三
六
〇
度
あ
る
大
き
な
シ

ア
タ
ー
で
地
球
を
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
て
す
ご
か
っ
た
で
す
。

★
東
京
タ
ワ
ー
に
行
っ
て
、展
望

台
の
床
が
ガ
ラ
ス
の
所
か
ら
下

を
見
た
ら
怖
か
っ
た
で
す
。
東

京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
ズ
で
、班
の
み
ん
な
で
観
覧

車
に
乗
っ
て
、カ
ラ
オ
ケ
を
し
た

の
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
一
一
月
二
〇
日
、
二
一
日
に

東
京
へ
一
泊
二
日
の
修
学
旅
行

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
感
染
症

が
五
類
に
移
行
さ
れ
た
こ
と

で
、
制
限
の
な
い
修
学
旅
行
に

行
け
た
こ
と
が
と
て
も
あ
り
が

た
い
こ
と
だ
ね
、
と
皆
で
話
し

ま
し
た
。

　
一
日
目
は
バ
ス
で
都
内
を
目

指
し
ま
し
た
。
高
速
道
路
か
ら
、

諏
訪
湖
や
富
士
山
が
見
え
て
と

て
も
き
れ
い
で
し
た
。国
会
議
事

堂
を
見
学
し
、築
地
で
と
て
も
美

味
し
い
お
寿
司
を
食
べ
、東
京
タ

ワ
ー
の
展
望
ス
ペ
ー
ス
か
ら
都

★
国
会
議
事
堂
に
行
っ
て
、
自

由
民
主
党
の
総
裁
室
に
特
別
に

入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
い
す
が
並
ん
で
い
て
、
い

す
は
ふ
か
ふ
か
で
し
た
。
座
る

と
、
と
て
も
え
ら
く
な
っ
た
よ

う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

★
国
立
科
学
博
物
館
に
、
昔
か

ら
現
代
ま
で
の
人
類
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
現
代
人
の
と

こ
ろ
だ
け
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、

ぼ
く
た
ち
が
展
示
物
に
な
っ
た

の
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

★
み
ん
な
と
見
学
場
所
で
、
い

ろ
ん
な
こ
と
に
対
し
て「
す
ご

い
！
」
っ
て
言
い
合
え
た
こ
と

や
、
自
分
か
ら
進
ん
で
楽
し
め

た
こ
と
が
よ
か
っ
た
で
す
。バ
ス

の
中
で
や
る
レ
ク
で
は
、自
分
た

ち
で
盛
り
上
げ
て
、
八
人
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら

★
自
分
か
ら
行
動
し
た
り
、
思

い
や
り
を
も
っ
て
行
動
し
た
り

す
る
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
日

常
生
活
に
も
活
か
し
て
い
き
た

い
で
す
。

★
人
の
話
に
興
味
を
も
っ
て
聞

く
と
い
う
こ
と
は
、ど
ん
な
場
面

で
も
大
事
だ
か
ら
、
ど
ん
な
と

き
も
興
味
を
も
て
る
と
こ
ろ
を

見
つ
け
て
相
手
の
話
に
耳
を
傾

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

６年生 修学旅行６年生 修学旅行
１泊２日　東京へ１泊２日　東京へ

小学校だより

会
の
景
色
を
眺
め
ま

し
た
。
夕
方
か
ら
は

キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
で
、

い
ろ
い
ろ
な
お
仕
事

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
国
立

科
学
博
物
館
に
行

き
、
歴
史
や
科
学
な

ど
の
展
示
物
を
じ
っ

く
り
見
学
し
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
東
京
ド

ー
ム
シ
テ
ィ
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
ズ
で
、た
く

さ
ん
遊
び
ま
し
た
。
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『
み
ん
な
で
頑
張
っ
た
合
唱
』

　
初
め
て
の
か
し
わ
祭
で
合
唱

を
や
る
と
き
に
、最
初
は
み
ん
な

た
だ
歌
っ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た

け
れ
ど
、「
み
ん
な
の
心
を
一
つ

に
」
と「
ク
ラ
ス
み
ん
な
と
出
会

え
た
こ
と
の
キ
セ
キ
」を
目
標
に

し
て
頑
張
り
ま
し
た
。
声
の
強

弱
が
な
く
、ど
こ
を
強
調
し
た
い

の
か
が
分
か
ら
な
い
事
や
、他
の

パ
ー
ト
に
つ
ら
れ
る
事
も
あ
っ

た
け
れ
ど
、同
じ
パ
ー
ト
の
人
と

協
力
し
て
改
善
し
ま
し
た
。ピ
ア

ノ
伴
奏
が
な
い
フ
レ
ー
ズ
の
所

は
、ク
ラ
ス
み
ん
な
で
苦
戦
し
な

が
ら
も
、滑
舌
に
気
を
つ
け
て
練

習
し
ま
し
た
。そ
こ
に
は
手
拍
子

を
入
れ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
を
そ
ろ

え
る
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
た
。

　
か
し
わ
祭
当
日
は
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
。序
盤
は
、緊
張
し

て
あ
ま
り
声
が
出
な
か
っ
た
で

す
。だ
ん
だ
ん
声
を
出
し
て
い
っ

て
、最
後
は
気
持
ち
よ
く
、い
つ

も
通
り
歌
え
ま
し
た
。私
は
、本

番
に
弱
く
、
緊
張
で
声
が
出
な

か
っ
た
の
で
、こ
れ
か
ら
の
課
題

と
し
て
直
せ
る
よ
う
に
し
て
、

来
年
の
か
し
わ
祭
も
頑
張
り
た

い
で
す
。

生坂中学校１年A組生坂中学校１年A組
「２学期の思い出」「２学期の思い出」

『１学年生坂村体験（宿泊学習）』で行った場所『１学年生坂村体験（宿泊学習）』で行った場所

中学校だより

高津屋森林公園にあった土俵にはアリ地獄がたくさんアリました。
アリだけに。

グリーンパークブリッジを渡るとき、みんなでハシってとっても揺れました。
ハシだけに。

山清路、時代が変わってもいつまでもカワらない景色を眺めていました。
カワだけに。

いくさか創造の森を見学。やることはモリだくさんでも、完成が楽しみ。
モリだけに。
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全国学力・学習状況調査の結果からみる

生坂村の子どもたちの傾向について
　全国学力・学習状況調査は学習状況の改善、指導の充実のために平成
19年より実施されています。
　本村では児童生徒数が少ないため、一人一人の数値が全体数値に大き
く影響する傾向にあります。以下、結果の概要や今後の指導の方向につ
いてお知らせします。
　調査結果を踏まえ、生坂小・生坂中学校では今後の指導の改善を図っ
ていきます。

調査の概要
1　実施日	令和5年4月18日（火）
	 中学	英語「話すこと」は
	 5月17日（水）に実施
2　対　象　小学6年生　中学3年生
3　調査内容
　⑴教科について
　　①国語　②算数・数学　③英語
　　④英語「話すこと」
　⑵質問紙調査
　　生活習慣や学習環境について

生	坂	小	学	校 生	坂	中	学	校

全
体
の
傾
向

・国語・算数ともに、長野県平均・全国平均を上回
る結果となった。中央値は両教科とも平均点以上
で、標準偏差（得点のばらつきを示す数値。大き
いほど集団内の得点差が大きいことを示す）の値
も小さいため、「得点のばらつきは小さく、学級
集団全体がよくできた」ということが数値結果か
ら読み取れる。
・国語では、ほぼ全ての領域で全国平均を上回っ
た。特に、「話すこと・聞くこと」に関する問題
や「資料を読み取り、分かったことを基に、自分
ができそうなことを書く」問題では平均を大きく
上回っている。
・算数では、ほぼ全ての領域で全国平均を上回っ
た。特に「図形」「測定」の領域では、正答率が
高かった。ただ、「数と計算」「データの活用」
の領域で、課題が見られた。
・児童質問紙の結果については、「友だちと話し合
う活動では、話し合う内容を理解して、相手の考
えを最後まで聞き、友だちの考えを受け止めた上
で自分の考えを伝えている」「話し合い活動を通
じて、自分の考えを広げたり、深めたりすること
ができている」「学習内容について、分かった
点・よく分からなかった点を見直し、次の学習に
つなげることができている」「算数の授業で学習
したことは、将来、社会に出た時に役に立つと思
う」「算数の授業で公式やきまりを習うとき、そ
のわけを理解するようにしている」などで肯定的
な回答が多く見られた。

・国語では、長野県平均・全国平均を上回り、選択
式、短答式、記述式のいずれの問題形式において
も県平均・全国平均を上回っている。「文章を読
んで理解したことなどを知識や経験と結びつけ、
自分の考えを広げたり深めたりできるかどうかを
みる」という問題のみ全国平均を下回った。「話
すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の
すべてで県平均・全国平均を上回っている。全国
平均を上回った差は、「書くこと」が最も大き
く、「読むこと」が最も小さかった。
・数学では、長野県平均・全国平均をどの領域も上
回っている。特に「記述式」の問題形式では全国
平均を大きく上回った。
・英語では、長野県平均は上回ったが、全国平均は
やや下回った。「思考判断表現」に関わる問い
では県平均・全国平均ともに上回った。「聞くこ
と」領域の正答率が高く、「書くこと」領域は下
回っている。
・生徒質問紙の結果では、起床時間や朝食摂取等の
朝の過ごし方は良かったが、夜の過ごし方で就寝
時間が定まっておらず、夜遅くまで起きている生
徒が多かった。また、学校生活は楽しく、友だち
関係も良いと感じている生徒が多く、地域や社会
をより良くしたいと願う生徒が多い結果となっ
た。課題としては、学校および地域の図書館の利
用頻度が少ないこと、新聞を読む生徒が少ないこ
とが気になった。また、話し合いで互いの意見の
良さを生かして解決方法を決めることにやや消極
的な傾向が見られた。

今
後
の
指
導
の
方
向

国
　語

・文章を読解し、必要な情報を抽出する力や、資料
の共通点を探すことができる読解力の高さがうか
がえる。今後も、文章を読んで自身で考える活動
を継続していきたい。
・基礎・基本が定着しているが、更に、同音異義語
や、問題文に使われていた「それぞれ」という言
葉の意味の文中での捉えなど、子どもたちが日常
的にあまり使うことのない用語や語句にも着目
し、それらの理解・定着を図っていく。

・「読むこと」領域における、「文章を読んで理解
したことなどを知識や経験と結びつけ、自分の
考えを広げたり深めたりする」力を育むために、
「読んだ文章と関連付けて自身の生活を振り返る
活動」と「読んだ文章と関連付けてこれからの生
活について考える活動」を区別し、単元に応じて
そのいずれか、または両方を意識的に取り入れて
いく。
・「情報の使い方に関する事項」に関わる力を育む
ために、「具体と抽象」等の情報を扱う上で必要
な語彙を豊かにする学習を取り入れていく。
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生	坂	小	学	校 生	坂	中	学	校

今
後
の
指
導
の
方
向

算
　数
　・
　数
　学

・日常の授業で、問題を解決するために必要なこと
は何かを意識し、明確な見通しを持ちつつ課題解
決に向かっている積み重ねが正答率の高さに表れ
ている。今後も継続していきたい。
・計算の仕方の説明について、自分がしたいように
説明・記述するのではなく、「条件」に合った方
法で行うなど、多角的な視点や考え方で問題にア
プローチし、数学的思考力・表現力を高めていけ
るよう留意していく。

・引き続き、家庭学習での復習の大切さを意識でき
るよう支援していく。
・見方や考え方を多様になるよう、生徒同士で解き
方を共有したり、一緒に考え合ったりするなどし
て、学び合える活動を大切にしていく。
・基礎基本の定着に向けて引き続き学習指導を行っ
ていく。

英
　語

＊小学校　英語は調査対象教科ではありません。 ・既習事項を駆使してコミュニケーションを図ろう
という意欲があるので、その主体的に取り組む気
持ちが継続できるように、場面づくりを工夫し、
支援していく。
・読解では、要点はつかめるが、細部の読み取りま
で正確にできなかったり、英作文では、伝えたい
ことは伝わるが、語順や文法が正確でなかったり
するので、正確さが高まる指導を心がける。
・基本文型を用いたり、応用して使ったりする英作
文の学習を多く取り入れていく。

児
童
生
徒
の
傾
向

・質問紙では、全体的に肯定的な回答が多く「自分
にはよいところがあると思う」「学校に行くのは
楽しい」「将来の夢や目標をもっている」「自分
でやると決めたことは、やり遂げるようにしてい
る」など前向きに活動している様子がうかがえ
る。また、「人が困っている時は進んで助けてい
る」「いじめはどんな理由があってもいけない」
「人の役に立つ人間になりたいと思う」「友だち
と協力するのは楽しいと思う」など、子ども同士
の関係が良好であることもうかがえる。
・特徴的な回答として「自分にはよいところがある」
「いじめはどんな理由があってもいけない」と全て
の子どもが回答している。子どもたちが、集団の中
で自己肯定感・存在意義を実感しながら、共に学
び、共に育っていることがうかがえる。

・生徒質問紙では、全体的に肯定回答が多く、「毎日
朝食をとる」「毎日同じ時間に起床する」という生
活習慣に関する項目では全国平均を上回り、よい生
活習慣であることが伺える。先生や友達との関係性
では、「自分にはよいところがある」「先生はあな
たのよいところをほめてくれる」「わかるまで教え
てくれる」などの項目でも肯定回答が多く、職員や
生徒同士の関係性のよさが伺える。「学校は楽し
い」「普段の生活の中で幸せな気持ちになることが
ある」といった人間関係に関する項目に対して「あ
てはまる」の肯定回答が多かった。

・一方で、「毎日同じ時間に寝る」「休み時間や休日
の図書館利用」「家で計画を立てて勉強している」
の項目では、全国平均を下回る結果となった。

指
導
の
方
向

・夏休み中、全国学力調査の分析を職員研修で行
い、その際、指導主事の先生より、「子どもの強
みを生かして」というアドバイスをいただきまし
た。少人数の学級で、担任のきめ細かな指導が可
能になることで、授業を牽引できる子、友だちの
考えを受け止め広め伝える子、友だちのサポート
やフォローをできる子…と、その子の個性や持ち
味を発揮しながら主体的に授業づくりをしていけ
るように模索していきたい。

・今年度よりマネジメディアデーと名称を変更し、
電子メディアとの付き合い方や早寝早起き、朝食
等の生活改善について、クラスや全校で考える学
習を位置づけ、健康教育を実施している。食事や
睡眠、学習などの健康的で自分に合ったよりよい
生活リズムを見つけ、調整できるよう今後も支援
していく。
・家庭での学習の充実に向けて、全校や学級で考え
る『学習オリエンテーション』を設け、互いの学
習方法を共有したり、タブレットを有効に活用す
る学習を行ったりした。テスト前には、試験対策
や質問の時間を位置づけ、主体的に学習に取り組
めるよう今後も支援していく。
・生徒同士や職員と生徒の関係性が今後も良好で、
安心した学校生活を送ることができるよう、温か
な集団づくりや相談しやすい雰囲気づくりに努め
る。相談週間や学校生活アンケートなども継続し
て位置づけていく。
・学級でも、積極的に話し合い活動を位置づけていく。
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二
月
一
六
日（
金
）午
後
一
時

三
〇
分
よ
り
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
『
成
年
後
見
支

援
セ
ン
タ
ー
か
け
は
し
出
張
相

談
　
弁
護
士
塩
野
悠
子
氏
成
年

後
見
制
度
講
演
会
』
を
開
催
し

ま
す
。

　
当
日
は
、
長
野
県
弁
護
士
会 

高
齢
者
障
害
者
委
員
会
（
ひ
ま

わ
り
長
野
）委
員
で
、日
本
弁
護

士
連
合
会
高
齢
者･

障
が
い
者

委
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
、
弁
護
士
の
塩
野
悠
子
先
生

を
お
招
き
し
ま
す
。

〝
成
年
後
見
制
度
〟
と
は
、
認

知
症
、精
神
障
害
、知
的
障
害
な

ど
で
判
断
能
力
が
不
十
分
と
な

っ
た
と
き
に
、
契
約
な
ど
の
法

律
行
為
や
財
産
管
理
等
を
支
援

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
方
の

権
利
を
守
る
制
度
で
す
。

制
度
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り

た
い
、
申
立
て
に
つ
い
て
知
り

た
い
等
、
興
味
が
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

併
せ
て
、
個
別
無
料
相
談
も

行
い
ま
す
。（
要
予
約
、
先
着
若

干
名
）

　
子
ど
も
へ
の
食
事
の
提
供
や

学
習
支
援
な
ど
を
無
料
ま
た
は

低
額
で
行
っ
て
い
る
「
信
州
こ

ど
も
カ
フ
ェ
」へ
の
寄
付
を
、ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
募

集
し
て
い
ま
す
。
記
録
的
な
物

価
高
騰
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

食
事
や
学
び
の
機
会
が
十
分
に

得
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
、
皆
様

の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
い
た
だ
い
た
寄
付
金

は
、「
信
州
こ
ど
も
カ
フ
ェ
」
の

運
営
費
（
食
材
費
、会
場
費
、光

熱
水
費
な
ど
）
の
支
援
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

◆
講
演
・
個
別
無
料
相
談

【
日
時
】　

令
和
六
年
二
月
一
六
日（
金
）午

後
一
時
三
〇
分
～
午
後
三
時
頃

【
会
場
】　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】

①
講
演

　「
や
さ
し
く
わ
か
る
成
年
後

　
見
制
度
～
意
思
決
定
に
支
援

　
が
必
要
な
人
の
権
利
を
守
る

　
た
め
に
～
」

　
質
疑
応
答

　
講
師
　
塩
野
悠
子
弁
護
士

②
個
別
相
談

　
若
干
名
（
先
着
順
）

　
一
人
一
五
分
程
度

【
対
象
者
】

ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
方
法
】

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
個
別
相
談
を
希
望
さ
れ
る

方
は
申
し
込
み
の
際
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
六
九-

三
五
〇
〇

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
庁
　
次
世
代
サ
ポ
ー
ト
課

　
☎
〇
二
六-

二
三
五-

七
二
一
〇

■
募
集
期
間

　
令
和
六
年
一
一
月
三
〇
日

（
土
）
ま
で
（
予
定
）

　
寄
付
の
方
法
や
「
信
州
こ
ど

も
カ
フ
ェ
」
の
詳
細
な
ど
に
つ

い
て
は
、長
野
県
直
営 

ふ
る
さ

と
納
税
受
付
サ
イ
ト
「
ガ
チ
な

が
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
シ
ニ
ア
大
学
で
は
、
生
き
が

い
と
健
康
づ
く
り
、
地
域
活
動

に
つ
な
が
る
幅
広
い
分
野
の
講

座
を
設
け
て
い
ま
す
。
シ
ニ
ア

の
皆
さ
ん
の
豊
か
な
人
生
設
計

と
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

■
入
学
資
格

　
お
お
む
ね
五
〇
歳
以
上
の
、

　
学
習
意
欲
旺
盛
で
積
極
的
に

　
地
域
活
動
を
目
指
す
方

■
学
習
期
間
及
び
学
習
時
間

・
受
講
年
限
は
二
年
間
。
年
間

　
学
習
日
数
は
一
五
日
位
。

・
お
お
む
ね
午
前
一
〇
時
か
ら

　
午
後
三
時
ま
で

■
学
習
内
容

　
教
養
講
座
・
趣
味
健
康
交
流

　
講
座
・
地
域
づ
く
り
講
座

成
年
後
見
制
度
講
演
会

成
年
後
見
制
度
講
演
会

を
開
催
し
ま
す

を
開
催
し
ま
す

食
と
学
び
で
子
ど
も
に
笑
顔
を
！

食
と
学
び
で
子
ど
も
に
笑
顔
を
！

「
信
州
こ
ど
も
カ
フ
ェ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」へ
の
寄
付
を

「
信
州
こ
ど
も
カ
フ
ェ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」へ
の
寄
付
を

募
集
し
て
い
ま
す

募
集
し
て
い
ま
す

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

松
本
学
部
募
集
の
ご
案
内

松
本
学
部
募
集
の
ご
案
内

　募集ページは
←こちら

↖

↙
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一
二
月
七
日
、精
神
保
健
福
祉

士 

二
宮
美
和
先
生
を
お
招
き

し
、民
生
児
童
委
員
、健
康
推
進

員
、
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
を

対
象
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、別
名

こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
も
呼

ば
れ
、
悩
ん
で
い
る
人
に
気
付

き
、
声
を
か
け
、
話
を
聴
き
、必

要
な
支
援
に
つ
な
ぎ
、見
守
る
こ

と
で
大
切
な
人
の
心
を
支
え
る

人
の
こ
と
で
す
。

　
講
座
で
は
、
自
殺
に
関
す
る

正
し
い
知
識
や
、性
別
・
年
齢
に

応
じ
た
自
殺
の
き
っ
か
け
と
な

る
理
由
・
サ
イ
ン
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
演
習
で
は
事
例
を
通

し
て
声
の
か
け
方
、
傾
聴
の
技

術
な
ど
対
応
方
法
に
つ
い
て
学

　
一
〇
月
三
日
は
、才
光
寺
コ
ー

ス
で
し
た
。ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が

続
き
、
半
袖
に
帽
子
が
か
か
せ

ま
せ
ん
。
こ

ま
め
に
水
分

補
給
を
し
な

が
ら
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。

　
一
〇
月
一
八
日
は
、松
本
大
学

学
生
に
よ
る
お
楽
し
み
講
座
で

し
た
。
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
体
幹
・

柔
軟
性
向
上
の
運
動
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。ま
た
、チ
ー
ム

対
抗
戦
で
足
じ
ゃ
ん
け
ん
や
、円

の
中
の
大
き
な

ボ
ー
ル
を
小
球

で
は
じ
き
だ
す

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　
一
一
月
七
日
は
、旧
国
鉄
篠
ノ

井
廃
線
敷
コ
ー
ス
で
し
た
。こ
こ

は
人
気
コ
ー
ス
で
、初
め
て
の
方

や
、
久
し
ぶ
り
の
方
な
ど
多
く

の
方
が
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
紅
葉
は
見
頃
を
迎
え
と
て

も
き
れ
い
で
、い
つ
も
よ
り
長
い

距
離
を
歩
き
ま
し
た
。
落
ち
葉

　
講
座
終
了
後
に
は
、「
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
を
知
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
」「
地
域
で
一
体
と
な
り

見
守
っ
て
行
き
た
い
」「
今
後
、よ

り
実
践
的
な
方
法
を
教
え
て
ほ

し
い
」な
ど
積
極
的
は
意
見
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
長
野
県
は
、二
〇
歳
未
満
の
自

殺
死
亡
率
が
全
国
と
比
較
し
て

高
い
傾
向
に
あ
り
、村
で
は
小
中

学
生
に
向
け
て
様
々
な
取
組
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
後
は
、子

ど
も
を
見
守
る
大
人
へ
の
講
座

を
増
や
し
、誰
も
が
暮
ら
し
や
す

い
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
の
活
動

報
告
を
き
っ
か
け
に
、ゲ
ー
ト
キ

ー
パ
ー
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、皆
様
が
、
各
々
の
立

場
か
ら
で
き
る
事
を
考
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

を
踏
む
音
が
と
て
も
心
地
よ

か
っ
た
で
す
。

　
一
一
月
二
二
日
は
、お
楽
し
み

講
座
で
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。初

め
て
行
う
学
生
も
い
ま
し
た
が
、

皆
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
の
面

白
さ
に
魅
了

さ
れ
、
豪
華

景
品
も
あ
り

大
盛
況
で
し

た
。

　
一
二
月
五
日
は
、ぐ
る
ぐ
る
万

平
コ
ー
ス
で
し
た
。万
平
か
ら
見

え
る
冠
雪
の
北
ア
ル
プ
ス
は
と

て
も
き
れ
い
で
し
た
。ブ
ド
ウ
園

を
抜
け
小
学

校
ま
で
下

り
、
互
い
に

鼓
舞
し
合

い
、
万
平
の

急
坂
を
登
り

ま
し
た
。

■
募
集
人
数
　
一
三
〇
人

■
授
業
料

　
年
間
　
一
二
、
〇
〇
〇
円

　
ほ
か
に
、
教
材
費
、
自
治
会

　
費
な
ど
の
経
費

■
受
講
会
場

　
調
整
中
の
た
め
、
問
い
合
わ

　
せ
先
で
確
認
を
お
願
い
し
ま

　
す
。

■
入
学
願
書
の
受
付
期
間

　
令
和
六
年
二
月
一
日（
木
）～

　
三
月
三
一
日
（
日
）

■
受
講
申
込
み

　
松
本
学
部
事
務
局
ま
た
は

　
生
坂
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
松
本
学
部
事
務
局
（
松
本
保

健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
内
）

☎
四
〇-

一
九
一
二

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
し
た

講
座
を
開
催
し
ま
し
た

↙

歩
こ
う
部
活
動
報
告

歩
こ
う
部
活
動
報
告

び
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役

割
で
行
え

る
事
を
考

え
活
発
に

意
見
交
換

が
行
わ
れ

ま
し
た
。
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健康的に生きるために必要な栄養素、特にエネルギーとたんぱく質が不足している状態を「低栄養」といいま

す。低栄養になると免疫力が低下し、感染症などにかかりやすくなります。また、軽い病気でも回復に時間がか

かりますので、やせぎみの人や偏食が多い人は注意が必要です。

そこで、今月は旬の魚を使った「ぶりのヨーグルトみそ焼き」のレシピをご紹介します。この料理は低栄養を

予防するための動物性たんぱく質が豊富に含まれています。プレーンヨーグルトを調味料として使うので、ぶり

のやわらかさやコク深さがアップし、さっぱりとした酸味で脂ののったぶりが食べやすくなります。ぜひご家庭

でお試しください。

 

材料（２人分）

ぶり ２切れ

れんこん 小 節

長芋 ｇ

ししとう ｇ（６本）

サラダ油 小さじ１

塩 少々

プレーンヨーグルト 大さじ１

みそ 小さじ

さとう 小さじ

〈作り方〉

①ぶりに塩少々（分量外）を両面にふり、 分

程おいて、出てきた水分をキッチンペーパーで

しっかりふく。

②れんこんは皮つきのまま ㎜くらいの半月切

りにし、長芋は一口大に切る。ししとうはヘタ

を切り、包丁で切り込みを１か所入れる。すべ

て合わせてサラダ油と塩を加えて混ぜる。

③鉄板にアルミホイルをしいて①を並べ、空いて

いるところに②も並べ、混ぜ合わせた をの

せる。

④ ℃のオーブンで ～ 分焼き、お皿に

盛り付ける。

１人分栄養価

エネルギー タンパク質

脂質 カルシウム 食塩

【食改おすすめコメント】

サカナ、サカナ、サカナ～♪

サカナを食べよう～♪Oｈ！

栄養豊富なぶりの旨味が味わえて

おかずや、お酒の肴に最適ですよ

食生活改善推進協議会★
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住民税と所得税等の申告相談を次のページの日程で行います。下記につ

いてご確認いただき、会場へお出かけください。

確定申告・住民税申告をご予定の皆様へ

申告が必要な方（申告により所得税を納める方、または還付となる方）

〇令和６年１月１日現在で生坂村に住所のある方

〇営業・農業・不動産などの事業所得のある方

〇給与所得に係る収入のある方で、給与所得以外に２０万円を超える所得がある
方、あるいは２か所以上から給与等を受け、年末調整をされなかった給与等の収
入と給与所得以外の各種所得の合計額が２０万円を超える方

〇公的年金等の収入のある方のうち、公的年金等の収入額が４００万円を超える
方、または公的年金以外の所得が２０万円を超える方

〇医療費や社会保険料、生命保険や地震保険の控除、障害・ひとり親などの控除、
住宅借入金等特別控除などの所得税の控除、あるいは住民税の控除を受けたい方

〇扶養の追加や変更のある方

持ち物

〇マイナンバーカード
※ない方は個人番号通知カードと本人確認が出来る身分証明書

〇収入金額等を証明するもの
■給与・年金等の源泉徴収票（ない方は給与明細書など）
■事業所得のある場合は、その所得の収支内訳書や帳簿書類など

〇各種控除を受けるためのもの
■生命保険・地震保険料の控除証明書・国民年金支払額の証明書など
■住宅借入金等特別控除を受ける場合の年末残高証明書
■医療費控除明細書・寄付金控除の証明書など

〇利用者識別番号の通知など（※前回申告時までに取得済みの方のみ）

☆ご注意ください

〇税務署（インターネットなどの電子申告を含む）等で確定申告をされる方は生
坂村での申告は不要です。

〇医療費控除を受ける方は、医療費控除明細書を事前に作成していただくか、個
人別に医療機関ごと領収書等を整理し、それぞれを集計しておいてください。

〇住民税申告は所得証明書の発行や各種保険料 税 算定の基礎資料となります。

〇申告のない場合は各種保険料 税 の減免・免除申請や各種給付金を受けられな
い場合があります。

申告会場では感染症予防対策にご協力ください。

マイナンバーカード

令和５年分所得税等・令和６年度住民税の申告相談について
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月　日 曜日 地区名 会　　　　　場

古　 坂 古坂地区介護予防拠点施設 ～

込　 地 込 地 公 民 館 ～

2月17日 土

2月18日 日

2月19日 月 宇留賀 宇 留 賀 公 民 館 ～

2月20日 火 大日向 大 日 向 生 活 改 善 セ ン タ ー ～

昭　 津 木 材 ふ れ あ い 体 験 館 ～

小立野 小 立 野 公 民 館 ～

2月22日 木 草　 尾 草 尾 交 流 セ ン タ ー ～

2月23日 金

2月24日 土

2月25日 日

白 日 公 民 館 ～

日 岐 公 民 館 ～

2月27日 火 下生坂 下 生 坂 公 民 館 ～

2月28日 水 南 部 交 流 セ ン タ ー ～

2月29日 木

村 民 会 館 講 義 室 ～

3月2日 土

3月3日 日

3月4日 月

3月5日 火

3月6日 水

3月7日 木 村 民 会 館 講 義 室 ～

3月8日 金

3月9日 土

3月10日 日

3月11日 月

3月12日 火 村 民 会 館 講 義 室 ～

3月13日 水

3月14日 木

3月15日 金 最終日 村 民 会 館 講 義 室 ～

全　 体

休　　　　　　日

全　 体

日　 岐

下生野

上生坂金

〔令和６年〕　申　告　相　談　日　程
時　　　　間

2月16日 金

2月21日 水

休　　　　　　日

休　　　　　　日

※各会場とも、12時から13時まで昼休みとなります。ご了承ください。

村 民 会 館 講 義 室 ～

2月26日 月

休　　　　　　日

上生坂

3月1日
午前中は大変混みあう場合があります。午後のご来場もご検討ください。

午前中は大変混みあう場合があります。午後のご来場もご検討ください。

午前中は大変混みあう場合があります。午後のご来場もご検討ください。

午前中は大変混みあう場合があります。午後のご来場もご検討ください。

午前中は大変混みあう場合があります。午後のご来場もご検討ください。
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税務署からの重要なお知らせ
【マイナンバーカードを使って自宅から － で確定申告！】

確定申告には、ご自身のスマホ・パソコンから国税庁ホームページ「確定申告書

等作成コーナー」を利用する － が便利です。

ご自宅から利用ができるため、多くの方が来場される確定申告会場に出向くこと

なく確定申告を行うことができます。

ぜひｅ－ をご利用ください。

（メリットいっぱい！ － で確定申告）

● 確定申告期間中は、 時間いつでも、ご自宅から申告ができます。

● 還付申告の場合、 － なら書面での申告と比べて早く還付されます。

● マイナポータル連携により、申告に必要な各種証明書等のデータを一括取得すること

で、確定申告書の該当項目が自動入力されるため、寄附金受領証明書や医療費通知情

報などを１件ずつ入力する手間が不要です。

● マイナンバーカードの読取に対応したスマホがあれば、専用画面から申告ができま

す。

● 事業所得や不動産所得がある方の青色申告書や収支内訳書もスマホ申告専用画面で

作成できます。収入金額と各種必要経費を入力すると、所得金額が自動計算されるた

め、計算誤りの心配がありません。

≪確定申告書等作成コーナー≫ ≪マイナポータル連携≫

作成コーナー マイナポータル動画で見る確定申告

≪動画で見る確定申告≫

18



○申請できる方
顔認証マイナンバーカードの取得・切替を希望される方であれば、どなた

でも申請することができます。代理による手続きも可能です。

○取得の方法
マイナンバーカードの申請・交付のための来庁時又は出張申請時に併せて手続

きができます。マイナンバーカードを取得済みの方は、随時窓口で手続きができます。

○顔認証マイナンバーカードで利用できる／できないサービス

〇マイナンバーカードを健康保険証として利用する場合は、マイナポータ
ルからの申し込みが必要です。

顔認証マイナンバーカードのご案内
（暗証番号の設定が不要なカード）

住民課の窓口 または

出張申請 で申込

顔認証
マイナンバーカード

の交付

※追記欄に「顔認証」と記載されます。※代理人申請の場合は、回答書に
顔認証マイナンバーカードを希望して
いる旨を記入してください。

顔認証マイナンバーカードとは…
顔認証マイナンバーカードは、暗証番号の設定や管理に不安がある方の負担軽

減のため、暗証番号の設定を不要とし、「健康保険証」と「本人確認書類」とし
ての利用に用途を限定したマイナンバーカードです。

・健康保険証としての利用（※）
・券面の顔写真や記載事項（氏名、
住所、生年月日、性別等）を用
いた本人確認書類としての利用

※ 訪問診療等は、
令和６年 月以降に対応予定

・マイナポータル
・各種証明書のコンビニ交付
・オンライン診療・オンライン服薬指導
・その他のオンライン手続などの暗証番号
の入力が必要なサービス

利用できるサービス 利用できないサービス

お問合せ：住民課 ℡
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オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は
…

　
「
お
口
に
関
す
る
些
細
な
衰

え
」が
軽
視
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

お
口
の
機
能
低
下
、
食
べ
る
機

能
の
障
害
、
さ
ら
に
は
心
身
の

機
能
低
下
ま
で
つ
な
が
る
「
負

の
連
鎖
」
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た

概
念
で
す
。

　
当
て
は
ま
る
も
の
が
あ
る
か

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

◦
む
せ
る
・
食
べ
こ
ぼ
す
。

◦
食
事
は
柔
ら
か
い
も
の
中
心
。

◦
滑
舌
が
悪
い
舌
が
回
ら
な
い
。

◦
口
が
渇
く
臭
い
が
気
に
な
る
。

◦
歯
が
少
な
い
顎
の
力
が
弱
い
。

口
腔
機
能
低
下
と
は

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
が
疑
わ

れ
る
場
合
、
歯
科
医
院
で
口
腔

機
能
の
検
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
口
腔
機
能
低
下
症
の
検
査
項

目
は
七
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
一
、
口
腔
衛
生
状
態

　
二
、
口
腔
乾
燥

　
三
、
咬
合
力

　
四
、
舌
口
唇
機
能

　
五
、
舌
圧

　
六
、
咀
嚼
機
能

　
七
、
嚥
下
機
能

　
こ
れ
ら
の
検
査
の
結
果
、お
口

の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
と
診

断
さ
れ
れ
ば「
口
腔
機
能
低
下

症
」と
い
う
病
名
が
付
き
ま
す
。

　
お
口
の
健
康
を
維
持
す
る
こ

と
は
、
身
体
の
健
康
を
維
持
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
大

事
な
こ
と
は
定
期
的
な
お
口
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
す
。
お
口
を

健
康
に
保
ち
、
豊
か
な
生
活
を

い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

生
坂
村
歯
科
診
療
所

　
お
口
の
役
割
に
は
主
に
、「
食

べ
る
」「
話
す
」「
呼
吸
す
る
」
な

ど
あ
り
ま
す
が
、
お
口
に
何
ら

か
の
異
常
が
生
じ
る
と
こ
れ
ら

の
役
割
が
果
た
せ
な
く
な
り
ま

す
。お
口
の
異
常
は
、さ
さ
い
な

衰
え
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
そ

の
ま
ま
放
置
す
る
と
全
身
へ
悪

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
一
方
、お
口
の
機
能
低
下
を
予

防
す
る
と
健
康
寿
命
の
延
伸
に

大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
も
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。初
期
の
頃
は
見

逃
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
小
さ
な

変
化
も
多
い
で
す
が
、
早
い
段

階
か
ら
適
切
な
対
応
を
と
れ
ば

改
善
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、日
頃
か
ら
お
口
の

状
態
に
目
を
向
け
、
気
づ
き
を

得
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
健
康
長
寿
の
た
め
に
お
口
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
不
可
欠
で

す
。ま
ず
は
、今
の
お
口
の
状
態

を
把
握
す
る
こ
と
と
と
も
に
お

口
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
今
の
お
口
の
状
態
を
理
解
す

る
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
や
ま
な
み

荘
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

や
ま
な
み
荘
は
、
年
末
年
始

通
常
営
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
刺
身
皿
や
オ
ー
ド
ブ
ル

等
で
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厨
房
・

仲
居
・
事
務
員
総
出
で
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、一
二
月
三
〇
日
か
ら
一

月
三
日
ま
で
恒
例
の
竹
炭
湯
を

開
催
し
ま
し
た
。
お
風
呂
の
入

り
納
め
と
入
り
初
め
に
ご
利
用

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

三
が
日
に
ご
来
荘
い
た
だ
き

ま
し
た
お
客
様
を
対
象
に
、
新

春
福
引
を
行
い
ま
し
た
。多
く
の

お
客
様
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
き

ま
し
た
。
厳
選
な
抽
選
の
結
果
、

豪
華
景
品
を
獲
得
さ
れ
た
皆

様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

食
堂
の
フ
ェ
ア
と
い
た
し
ま

し
て
一
月
一
一
日
か
ら
三
〇
日

ま
で
あ
っ
た
か
フ
ェ
ア
第
二
弾

を
開
催
し
て
い
ま
す
。チ
キ
ン
マ

カ
ロ
ニ
グ
ラ
タ
ン
、鯛
カ
マ
の
ト

ム
ヤ
ム
風
ラ
ー
メ
ン
、鍋
焼
き
う

ど
ん
の
三
品
は
、ど
れ
も
と
て
も

暖
ま
る
と
好
評
で
す
。
ぜ
ひ
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

新
年
会
・
役
員
会
に
は
グ
ル

メ
会
席
五
五
〇
〇
円
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。ボ
リ
ュ
ー
ム
を
抑
え

た
良
質
な
料
理
を
個
人
鍋
と
と

も
に
ご
提
供
し
ま
す
。
ご
年
配

の
方
や
女
性
に
も
最
適
で
す
。

暦
で
は
一
年
で
一
番
寒
い
時

節
で
す
。ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
バ
ー

ン
で
の
お
車
の
運
転
に
は
充
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

ゆ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

鍋焼きうどん
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当
消
防
局
で
は
、一
四
台
の
救

急
車
が
フ
ル
稼
働
し
救
急
要
請

に
対
応
し
て
い
ま
す
。救
急
出
動

件
数
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
以
前
の
状
態
に
戻

っ
て
お
り
、そ
れ
に
伴
い
現
場
到

着
時
間
が
遅
く
な
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。タ
ク
シ
ー
代
わ
り
や
緊

急
度
が
低
い
と
思
わ
れ
る
要
請

が
あ
る
一
方
で
、我
慢
し
て
症
状

が
悪
化
し
て
か
ら
要
請
す
る
ケ

ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。ど

ん
な
時
に
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き

か
再
確
認
し
て
い
た
だ
き
、救
急

車
を
適
正
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、一
一

九
番
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
ら

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち

の
保
護
者
の
方
が
、休
日
・
夜
間

の
急
な
子
ど
も
の
病
気
・
け
が
に

ど
う
対
処
し
た
ら
よ
い
の
か
、病

院
の
診
療
を
受
け
さ
せ
た
ほ
う

が
い
い
の
か
な
ど
の
判
断
に
迷

っ
た
と
き
は
、小
児
科
医
師
・
看

護
師
へ
の
電
話
に
よ
る
相
談
が

で
き
る
小
児
電
話
相
談
事
業（
＃

八
〇
〇
〇
）も
あ
り
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、総
務
省
消
防
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
救
急
車
利
用
マ
ニ

ュ
ア
ル「
救
急
車
を
上
手
に
使
い

ま
し
ょ
う
～
救
急
車
　
必
要
な

の
は
ど
ん
な
と
き
？
～
」も
併
せ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
命
に
か
か
わ
る
傷
病
者
は
、一

刻
も
早
い
救
急
車
の
到
着
を
願

っ
て
い
ま
す
。救
急
車
の
適
正
利

用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

松
本
広
域
消
防
局
明
科
消
防
署

☎
六
二-

二
九
九
二

◆
急
い
で
一
一
九
番
通
報
！

・
呼
び
か
け
て
も
反
応
が
な
い

・
苦
し
そ
う
、
息
を
し
て
な
い

・
激
し
い
頭
痛
、腹
痛
、胸
の
痛

み
・
大
出
血
し
て
い
る

・
広
範
囲
に
や
け
ど
を
し
た

・
け
い
れ
ん
が
続
い
て
い
る

　「
自
家
用
車
が
な
い
」「
か
か
り

つ
け
の
病
院
に
早
く
連
れ
て
行

っ
て
ほ
し
い
」こ
の
よ
う
な
救
急

要
請
が
多
く
続
く
と
災
害
や
事

故
、急
病
な
ど
で
生
死
に
関
わ
る

よ
う
な
緊
急
度
の
高
い
傷
病
者

が
発
生
し
た
場
合
に
、迅
速
な
搬

送
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。自
家
用
車
で
病
院
に
行
け

な
い
場
合
は
、民
間
の
搬
送
車
を

利
用
す
る
な
ど
の
手
段
も
あ
り

ま
す
。

　
ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
い
い

か
分
か
ら
ず
困
っ
た
時
に
は
、Ｎ

Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ー
タ
放

送（
①【
ｄ
ボ
タ
ン
】を
押
す
②

【
休
日
夜
間
医
療
】を
選
ん
で【
決

定
】を
押
す
）を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。松
本
広
域
消
防
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
救
急
当
番
医
が
案

内
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

 　

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

選
択
科
目
の
学
び
の
成
果

◎
選
択
科
目
と
は

　
高
校
で
は
、学
校
ご
と
に
教
育

課
程
を
定
め
て
日
々
の
教
科
指

導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、生
徒
全
員
が
学
ぶ

必
修
科
目
が
大
部
分
で
す
が
、学

年
が
進
む
に
つ
れ
て
、各
自
の
興

味
関
心
や
進
路
実
現
の
た
め
の

必
要
性
な
ど
に
応
じ
て
、自
分
で

選
ん
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
選

択
科
目
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
一
年
生
の
選

択
科
目
は
芸
術

（
書
道
Ⅰ
・
音
楽

Ⅰ
・
美
術
Ⅰ
か

ら
一
科
目
）の
み

で
す
が
、
二
年

生
で
は
、
芸
術

に
加
え
て
商
業

系
や
家
政
系
な

ど
を
含
む
七
科

目
の
中
か
ら
二

科
目
を
選
ん
で

学
び
ま
す
。

三
年
生
に
な

る
と
、
進
学
希

望
者
を
中
心
と

し
て
学
ぶ
数
学

や
理
科
な
ど
の
発
展
的
な
科
目

や
、幅
広
い
科
目
の
よ
り
発
展
的

な
内
容
を
学
ぶ
専
門
科
目
を
含

む
二
〇
科
目
の
中
か
ら
、四
科
目

を
選
ん
で
学
び
ま
す
。

◎「
書
道
Ⅱ
」

　
一
年
次
に
書
道
Ⅰ
を
選
択
し

て
週
二
時
間
学
ん
だ
生
徒
が
、二

年
時
に
週
二
時
間
学
び
ま
す
。一

人
二
行
ず
つ
分
担
し
て
仕
上
げ

た「
蘭
亭
序
」で
す
。

◎「
服
飾
手
芸
」

　
服
飾
手

芸
は
、
二

年
生
の
専

門
科
目

で
、
二
学

期
に
制
作
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
ガ

ー
ラ
ン
ド
で
す
。フ
ェ
ル
ト
素
材

に
中
綿
を
詰
め
て
完
成
。

◎「
ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン
」

　
三
年
生
の
芸

術
系
専
門
科
目

の「
陶
芸
」の
単

元
で
制
作
し
た

作
品
で
す
。
木

製
の
ス
プ
ー
ン

を
制
作
し
た
の
ち
、そ
れ
に
合
う

食
器
を
粘
土
で
作
り
、釉
薬
を
か

け
て
窯
で
焼
い
て
仕
上
げ
ま
し

た
。（
文
責
　
教
頭
　
倉
下
直
）

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署
〈救急車の適正利用のお願い〉
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『
い
ろ
い
ろ
な
日
々
』

　
新
し
い
年
の
幕
開
け
か
ら
間

も
な
く
一
か
月
が
経
過
し
ま
す

が
、
二
〇
二
四
年
も
道
の
駅
い

く
さ
か
の
郷
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は「
子
」か
ら
数

え
る
と
五
番
目
に
あ
た
る「
辰
」

年
で
す
。

　「
辰
」と
書
き「
た
つ
」と
読
み

ま
す
が
、「
龍
」と
も
書
き
ま
す
。

　
生
坂
村
で
語
り
継
が
れ
る

『
犀
龍
と
泉
小
太
郎
』の
山
清
路

伝
説
を
思
い
起
こ
す
「
龍
」。

　
仕
掛
け
方
に
よ
っ
て
は
、
生

坂
村
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

一
二
年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。今
年
は
辰
年
、天
高

く
の
ぼ
る
龍
の
よ
う
に
運
気
や

景
気
が
ま
す
ま
す
上
向
き
ま
す

よ
う
に
、ま
た
穏
や
か
で
、平
和

な
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
仕
事
始
め
の
一
月
五
日（
金
）

に
は
初
売
り
セ
ー
ル
を
行
い
ま

し
た
。お
ま
ん
じ
ゅ
う
、か
あ
さ

ん
豆
腐
、
お
か
ら
ド
ー
ナ
ツ
を

割
引
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、ご

来
店
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
は

「
福
が
き
ま
す
よ
う
に
」、「
ま
め

に
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
に
」と
、直

売
所
と
食
堂
で
福
豆
を
お
配
り

し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
一
月
九
日（
火
）に
は
、

特
産
部
の
休
み
の
日
に
合
わ
せ

部
員
皆
で
毎
年
恒
例
の「
も
の

づ
く
り
」を
行
い
ま
し
た
。若
い

メ
ン
バ
ー
も
、先
輩
の
皆
さ
ん
に

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
色
と
り

ど
り
の
ま
ゆ
玉
、野
菜
、干
支
の

飾
り
を
作
り
ま
し
た
。
私
も
つ

い
夢
中
に
な
っ
て
楽
し
く
作
り

ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、
今
か
ら
バ
タ
バ

タ
し
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
、

正
月
太
り
を
解
消
さ
せ
つ
つ
、

新
年
度
か
ら
の
作
戦
を
あ
れ
こ

れ
そ
れ
と
考
え
る
日
々
。

　
新
年
度
と
い
え
ば
、
七
月
に

は
新
札
が
登
場
し
ま
す
。

　
レ
ジ
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
な

い
よ
う
に
段
取
り
す
る
日
々
。

そ
し
て
八
月
か
ら
は
フ
ラ
ン

ス
の
パ
リ
で
、
夏
季
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
＆
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
る
の
で
、
熱
い
戦
い
を

楽
し
み
、
応
援
す
る
日
々
。

　
ま
た
競
技
を
観
戦
し
な
が
ら

食
べ
る
お
菓
子
は
何
が
良
い
の

か
仕
入
れ
に
悩
む
日
々
。

　
い
ろ
ん
な
日
々
を
通
じ
て
経

験
値
を
今
よ
り
ア
ッ
プ
さ
せ
る

二
〇
二
四
年
の
い
く
さ
か
の
郷

で
す
。

　
昔
は
各
家
庭
で
行
わ
れ
て
い

た
行
事
で
、
家
族
皆
が
囲
炉
裏

を
囲
み
作
っ
た
も
の
で
し
た
。懐

か
し
く
昭
和
の
時
代
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
今
は
村
の
多
く
の

方
達
が
待
っ
て
い
て
く
れ
る
年

中
行
事
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
、
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。出
来
上
が
っ
た
ま
ゆ

玉
は
、
役
場
を
は
じ
め
保
育
園
、

小
中
学
校
な
ど
、
二
三
か
所
に

届
け
ら
れ
、
柳
の
枝
に
き
れ
い

に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
寒
さ
も
続
き
ま

す
。
体
調
に
気
を
つ
け
て
暖
か

な
春
が
来
る
の
を
待
ち
な
が
ら

私
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

豊
作
と
健
康
を
願
い
も
の
づ
く
り

か
あ
さ
ん
家

　
井 

口  

浪 

子

　
地
震
に
航
空
機
事
故
と
心
痛

む
出
来
事
が
立
て
続
い
た
令
和

六
年
の
始
ま
り
、
皆
様
お
変
わ

り
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
こ
の
年
末
、
実
家
に
帰

省
し
高
校
時
代
の
友
人
と
卒

業
以
来
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し

ま
し
た
。
進
学
先
は
何
と
な
く

知
っ
て
い
て
も
、
大
学
卒
業
後

に
ど
こ
で
、
何
を
し
て
い
る
の

か
全
く
知
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ

違
う
人
生
を
歩
み
、
現
在
は
異

な
る
分
野
で
働
い
て
仕
事
の
話

は
全
く
合
わ
な
い
。
け
れ
ど
も
、

高
校
生
活
三
年
間
と
い
う
共
通

項
が
あ
る
だ
け
で
、
こ
ん
な
に

も
懐
か
し
く
て
温
か
い
、
屈
託

な
く
笑
い
合
え
る
時
間
に
一
瞬

で
戻
れ
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。
誰
と
も
な
く

「
集
ま
ろ
う
よ
！
」
と
声
を
掛

け
合
う
こ
の
関
係
を
、
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

　
皆
様
は
ど
ん
な
年
末
年
始
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
。

　
今
月
も
お
読
み
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
二

月
号
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

（
西
村
）

編
集
後
記

編
集
後
記
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長
野
県
の
県
鳥
で
、
豊
か
な

山
岳
環
境
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存

在
で
あ
る〝
ラ
イ
チ
ョ
ウ
〟の
保

護
活
動
へ
の
寄
付
を
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
北
ア
ル
プ

ス
、乗
鞍
岳
、御
嶽
山
、南
ア
ル

プ
ス
な
ど
の
高
山
帯
に
広
く
生

息
し
て
い
る
一
方
で
、
天
敵
や

地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
絶

滅
の
お
そ
れ
が
高
ま
っ
て
い
る

絶
滅
危
惧
種
で
も
あ
り
ま
す
。

各
山
域
に
お
け
る
詳
細
な
生
息

状
況
を
把
握
し
、
そ
の
状
況
に

応
じ
た
効
果
的
な
保
護
活
動
を

進
め
て
い
く
た
め
、
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
い
た
だ
い
た
寄
付
金

は
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
保
護
増
殖

の
た
め
の
取
組
や
、
近
年
の
生

息
状
況
が
十
分
に
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
山
域
で
の
調
査
な

ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
令
和
六
年
八
月
三
一
日（
土
）

ま
で
（
予
定
）

　
寄
付
の
方
法
や
、
ラ
イ
チ
ョ

ウ
保
護
の
詳
し
い
内
容
な
ど
に

つ
い
て
は
、長
野
県
直
営 

ふ
る

さ
と
納
税
受
付
サ
イ
ト
「
ガ
チ

な
が
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
庁
　
自
然
保
護
課
　
　

　☎
〇
二
六-

二
三
五-

七
一
七
八

を
い
う
言
葉
だ
っ
た
り
、
人
に

よ
っ
て
言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違

い
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

　
他
に
適
当
な
呼
び
方
が
な
い

の
で
、
と
り
あ
え
ず
使
っ
て
い

る
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
呼
び
方

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
何
が
正
解

と
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

が
、
今
は「
夫
」
や「
妻
」
を
使

う
の
が
、
公
の
場
で
あ
っ
て
も

無
難
な
よ
う
で
す
。

　
配
偶
者
の
呼
び
方
も
、
時
代

と
共
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
は
配
偶
者
の
呼
び
方

が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
時
と
場
で
そ
の
使
い
方
も

い
ろ
い
ろ
で
、ど
う
使
っ
て
い
い

の
か
迷
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　
夫
の
呼
び
方
で
、
よ
く
使
わ

れ
る
の
は「
主
人
」「
旦
那
」「
亭

主
」「
お
父
さ
ん
」な
ど
で
す
。

　
妻
の
呼
び
方
で
は
、「
嫁（
さ

ん
）」「
奥
さ
ん
」「
家
内
」「
カ
ミ

さ
ん
」「
女
房
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。た
だ「
主
人
」
が
主
従
関
係

を
連
想
さ
せ
た
り
、「
奥
さ
ん
」

と
い
う
の
は
本
来
、
相
手
の
妻

男女共同参画男女共同参画
みんなで考えよう！
身近なジェンダー
～ みんな〝主人〟 ～

第10回

Ⓒ
段

　丹
映
子

　無
断
転
載
禁
止
（
「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
）

ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護
活
動
に

ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護
活
動
に

　
皆
様
の
応
援
を

　
皆
様
の
応
援
を

　
　
　
お
願
い
し
ま
す
！

　
　
　
お
願
い
し
ま
す
！

◆
お
悔
や
み

◆
お
悔
や
み

　　
申
し
上
げ
ま
す
◆

申
し
上
げ
ま
す
◆

平
林  

亨
一 

さ
ん（
90
歳
　
上
生
坂
）

牛
越  

治
郎 

さ
ん（
94
歳
　
宇
留
賀
）

小
林  

清
子 

さ
ん（
95
歳
　
下
生
野
）

★
お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

　
　
　
　  

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す
★

中
林
　
咲さ

ほ穂
ち
ゃ
ん（
11
月
28
日
生
）

洋
太
朗
さ
ん
・
咲
季
さ
ん（
上
生
坂
）

星
野
　
知ち

か佳
ち
ゃ
ん（
12
月
13
日
生
）

卓
さ
ん
・
莉
紗
さ
ん（
大
日
向
）
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わが家の推しメン

とっても寒がりな
　　  食いしん坊
トロ（マイクロブタ）
日岐/小池　柊都さん、
　　 栄都さん、 桂都さん、
　　 都陽さん

の
決
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、来
賓
と
し
て
小
学
六

年
生
時
担
任
の
中
澤
真
知
先

生
と
澤
柳
秀
子
校
長
先
生
、

中
学
三
年
時
担
任
の
井
出
健

一
郎
先
生
に
も
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
に
は
、四
年
ぶ
り

に
祝
賀
会
も
開
催
し
、
小
学

校
か
ら
中
学
校
ま
で
の
記
録

写
真
を
用
い
た
ス
ラ
イ
ド
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。映
し
出
さ

れ
た
シ
ー
ン
に
当
時
の
記
憶

を
辿
り
、視
聴
後
に
は
一
人
ひ

と
り
か
ら
近
況
報
告
が
あ
り
、

ま
た
、来
賓
の
先
生
方
か
ら
は

当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
お
祝

い
の
言
葉
を
い
た
だ
く
な
ど
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
皆
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
新
年
を
迎
え
た
一
月
三
日

（
水
）、令
和
六
年
の
二
十
歳
の

集
い
を
や
ま
な
み
荘
大
ホ
ー

ル
で
行
い
、対
象
者
一
五
名
の

う
ち
一
三
名
が
参
加
、一
名
が

リ
モ
ー
ト
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
式
典
で
は
、コ
ロ
ナ

禍
前
同
様
に
村
内
か
ら
多
く

の
来
賓
の
皆
さ
ん
に
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。ス
ー
ツ
や

艶
や
か
な
振
袖
に
身
を
包
ん

だ
今
年
度
二
十
歳
を
迎
え
た

皆
さ
ん
へ
、藤
澤
村
長
よ
り
式

辞
が
、
太
田
村
議
会
議
長
よ

り
祝
辞
が
添
え
ら
れ
、そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
十
歳
を
代
表
し
平
林
拓

也
さ
ん（
上
生
坂
）が「
現
在
、

生
坂
村
を
離
れ
て
県
外
で
生

活
し
て
い
ま
す
が
、県
外
に
出

て
改
め
て「
生
坂
村
」が
自
分

に
と
っ
て
大
き
な
存
在
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。私

た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
こ
の

村
に
、何
か
少
し
で
も
恩
を
返

し
、貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。小
中
学
校

の
先
生
方
、地
域
の
皆
様
、そ

し
て
二
十
年
間
誰
よ
り
も
近

く
で
私
た
ち
を
支
え
、育
て
て

く
だ
さ
っ
た
両
親
、家
族
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」

と
答
辞
を
述
べ
、大
人
と
し
て

節
目
を
祝
う

節
目
を
祝
う

　
令
和
六
年

　
令
和
六
年  

生
坂
村
二
十
歳
の
集
い

生
坂
村
二
十
歳
の
集
い

佐久間　大
たいよう

耀 ちゃん（1歳）
下生坂／拓郎さん・由輝子さん

こんげつの

いい顔

共に生きる


